フッ素問題を｢一般質問｣で

糸魚川市議会議員　 鈴 木 勢 子
◇思いがけなく、小学６年生が傍聴に

２００５年３月､糸魚川市と能生町・青海町の１市２町が合併しました。フッ素に関連する質問が糸魚川市議会「一般質問」では初めてとあって、本会議場での議員らも“未知の世界”のようで、私へのヤジではなく、「ふ～ん、なるほど」「へぇえ～」などが保守会派席から何度も聞こえました。

ただ残念なことに担当課長が、むし歯罹患率の新潟県平均が全国平均よりも低いことや、糸魚川市がさらに県よりも低いことなどを延々と答弁したときは、短絡的にフッ素の効果と捉えた議員が大半のようでした。私としては、毎年の「年度予算・決算」では、フッ素についての「反対討論」も行っていますが､「一般質問」としてもっと早く取り組むべきだったと思いました。

しかし今回、運よく（？）「一般質問」の登壇のときに、市内の小学６年生１クラスの児童が傍聴に来ました。傍聴を終えて、地元新聞記者へのコメントが「う～ん、難しかったけど、フッ素の話も議会でするんだね」と、自分たちの身近なことを話し合っているという理解はしてくれたようで、翌日の新聞にそのまま掲載されました。私としては思いもかけない小さな傍聴者たちで、“天が味方”　をしてくれたようで胸が熱くなりました。

これからも目を逸らさず取り組んでゆかねばと、活動の原点に立ち返った思いでありました。
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